
　トラック運送業界は、「安全で安心な輸送サービスを提供し続けること」が社会的使命であり、常に「安全」を最優先課題とし、環境
対策や労働対策などとともに、産業の将来に向けたさまざまな取り組みを進めています。こうした姿勢は、「SDGs（持続可能な開発目
標）」の理念と通じる部分があります。ここでは、トラック運送業界とSDGs の関わりを紹介します。

https://internship.jta.support/

320002608







輸送機関別分担率（令和6年度）トンベース

営業用の品目別輸送トン数の構成比 宅配便の取扱個数の年度別推移
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　緑ナンバートラックとは、荷物を有償

で運ぶ「営業用トラック」のことをいいま

す。緑ナンバートラックの事業者は、国

の許可を受けており、ドライバーの安全

教育や運行管理などをしっかりと行って

います。

　緑ナンバートラックは、みなさんにとっ

て身近な、宅配・引越以外にも、農水産

品・食料品・日用品といった消費関連貨

物や、金属・機械・石油製品といった生

産関連貨物など、幅広いモノを運んでい

ます。

　モノが、生産者や工場から私たち消

費者のもとに届くまでの流れのことを、

「物流」といいます。

　そして、そんな日本の物流を支えてい

るのが、「トラック輸送」です。

　2024（令和6）年度に日本国内で運

ばれた貨物の量は、約41億トン。

　トラック輸送はこのうちの約92％を

占めており、日本の貨物のほとんどをト

ラックが運んでいることになります。

■国内輸送の約９割がトラック ■引越、宅配、身近なトラック

　トラック運送業界では、国や自治体

と連携し、自然災害などの緊急時に

緊急物資輸送を行っています。

　2011年の東日本大震災では、発

災直後から1万台を超えるトラックが

出動し、被災地へ物資を届けました。

最近では、2024年１月の能登半島

地震でも緊急輸送を行いました。

　生活必需品などを被災者の元へ迅

速に届けるトラックは、まさにライフ

ラインの役割を果たしています。

　もしも、トラックが止まってしまったら、

街ではどんなことが起こるでしょうか。

　コンビニエンスストアでは、陳列棚か

ら商品がなくなってしまいます。

　病院では、治療に使う薬品や、入院患

者の食事やシーツが届きません。

　工事現場では、建築資材が不足してし

まいます。

　市場では、新鮮な野菜やお肉、魚介

類などが届かなくなります。

　トラックは、みんなの生活を支える、な

くてはならない存在なのです。 ■東日本大震災でも
　ライフライン

■縁の下の力持ち

4

31 2

災害などの緊急時もトラックが活躍！

日本の物流を支えるトラック輸送！ 「緑ナンバートラック」って？ もしもトラックが止まったら

自然災害などで物流が止まると、
コンビニに商品が届かなくなります

アニメ動画「もしもトラックが止まったら」

くらし
全日本トラック協会ポスター
「トラックは生活と経済のライフライン」
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安全運転教育もしっかりと！

■先進の安全性能 ■点検・点呼による万全の運行管理

■業界をあげて人材確保に取り組んでいます

■教育制度が整っています

5 6 7

8

トラックの安全装備

幅広い世代が活躍！

トラックに乗る時は

それがある場合にはセンサーがそれを感

知し、衝突被害軽減ブレーキが作動しま

す。また、車体が車線をはみ出しそうに

なるとドライバーに警告する車線逸脱警

報装置なども普及しています。

　トラックに対して、「こわい」というイ

メージを抱いている人もいるかもしれま

せんが、トラックには様々な安全性能が

あります。

　例えば、車間距離が縮まり、追突のお

　トラックを運転する際、まず行うのが、

車両の「点検」です。タイヤやランプ等の

状態チェックは欠かせません。

　次に、「点呼」で、その日どういった

ルートで荷物を運ぶのかや、健康状態な

どを確認します。

　業務後も、運行管理者が「点呼」で運

行中の乗務内容を把握し、指導・教育な

どのフォローを行います。

　トラックへの乗務前には、初任運転者

研修として、ドライバーの運転のクセに

応じたアドバイスを提供する「適性診断」

や、管理者が同乗して運転や荷物の取り

扱い方法について教える「添乗指導」な

ど、法令やガイドラインに基づいた安全

教育をしっかり行っています。

　また、研修施設等で輸送の安全確保

のために必要な運転技術や知識を学ぶ

こともできます。

　「トラックドライバーは40～ 50代の

男性ばかり」というイメージが強いかも

しれませんが、トラック運送業界では今、

若者・女性・高齢者といった幅広いドライ

バーが活躍可能な環境に変化していま

す。

　国土交通省は、女性トラックドライバー

を「トラガール」と名付け、トラガール促

進プロジェクトを展開しているほか、若

年層にトラック運送業界の魅力を知って

もらうためのサイト『WHAT is HaKoBu』

を開設しています。
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　さらに、「AT（オートマチックトランスミッション）免許」が2026（令和８）

年４月から準中型・中型免許に導入され、2027（令和９）年４月からは大

型でも導入されることになっており、より免許が取得しやすくなります。

2026年4月からは
オートマ限定もOK！

New!

2027年4月から
大型もAT限定
スタート
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◎長距離ドライバーの場合◎近・中距離ドライバーの場合〈ルート配送〉
　トラックドライバーが日ごろ行っている、

「基本的な仕事の流れ」について、説明します。

　業務前には、車両点検や点呼を行い、準備ができたら出

発です。

　トラックに乗車して荷物を運び、配送・集荷先では荷物の積

み降ろしをします。

　運行を終えて会社に戻ったら、伝票や日報を整理し、業務

後点呼を行って、業務終了です。

　それでは、近・中距離ドライバーや、長距離ドライバーは、主

にどのようなスケジュールでこれらの仕事を行っているのでしょ

うか。あるドライバーの１日の仕事の流れを見てみましょう。

配送完了。

前日に積み込み済みのトラック
で、会社を出発。出社。

車両点検と業務前点呼を行う。

市内各地の配送先をルート順に
まわる。

全件の配達が終了、帰社。

業務後点呼と翌日配送分の書類
確認を行って、業務終了。

翌日便の準備を開始。検品㊧・仕分け・積み込み㊨を行う。

「３児のママ」は創意工夫で

　　　日々パワフルに活躍中！

「３児のママ」は創意工夫で

　　　日々パワフルに活躍中！

物流業界で活躍するため

　　「武者修行」として選んだ道

物流業界で活躍するため

　　「武者修行」として選んだ道

　友人の話がきっかけでトラックドライバーになりまし
た。夫と共働きで、３児を育てながら、２トン車で生協の
食料品ルート配送を担当しています。この仕事が、「普通
免許」しか持っていない私でもできる仕事だったことは、
大きな応募動機にな
りました。
　車の運転が好き
で、外に出る仕事を
したかったことと、
ある程度自分のタイ
ミングで仕事を進め
られて、工夫ひとつ
で仕事を効率化でき
るところも、この仕
事の魅力だと思いま
す。

　将来、実家の運送会社を継ぎたいと考えており、物流の
仕事をゼロから学べる環境を探していました。４月に新卒
入社し、まずは社会人としての基礎研修等を受け、６月か
ら３トン車で独り立ちし、ルート配送に従事しています。
　毎日工夫を重ねな
がら仕事の質を向上
させ、配送をやり遂
げるたびに達成感が
あります。今後は大
型免許も取得し、ど
んな車両でも乗りこ
なせるトラックドラ
イバーとなり、将来
は、業界発展に寄与
できる経営者を目指
します。

トラック運送業界で働く先輩に
仕事のやりがいなどを聞きました。

出社。
車両点検㊧、業務前点呼㊨などを行う。

運行はもちろん安全運転。
途中、高速道路のサービスエリア
（SA）などを活用して休憩をとる。

納入先企業へ到着。ここでも
フォークリフトを使用して、丁
寧に、そして迅速に荷降ろし。

荷主企業へ到着。フォークリフトを
使用して、手際よく積み込む。

車両点検、業務前点呼
などを行い、帰社のため
に出発。

帰社㊧。
業務後点呼㊨を受けたあとは、日報記入や伝票整理を行い業務終了。

出発。
まずは、荷主企業へ貨物の
積み込みに向かう。

※会社によって運行形態は異なります。

ドライバーの経験を重ね、

　会社に貢献できる人材を目指す

ドライバーの経験を重ね、

　会社に貢献できる人材を目指す

　配送業務経験者として、中途採用で入社しました。物流
はこれからも絶対に必要な分野で、安定した環境で働ける
ことに魅力を感じています。入社後はアイスなど食品配送
を担当し、お客様から「待ってました」、「ありがとう」と
声をかけられること
が嬉しく、大きなや
りがいです。将来は
運行管理者や安全
衛生管理者など、
管理部門の仕事に
も挑戦したいと考
えています。ドラ
イバーとしての経
験を土台に、会社
の運営にも貢献し
たいです。
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業務後点呼㊨を受けたあとは、日報記入や伝票整理を行い業務終了。

出発。
まずは、荷主企業へ貨物の
積み込みに向かう。

※会社によって運行形態は異なります。

ドライバーの経験を重ね、

　会社に貢献できる人材を目指す

ドライバーの経験を重ね、

　会社に貢献できる人材を目指す

　配送業務経験者として、中途採用で入社しました。物流
はこれからも絶対に必要な分野で、安定した環境で働ける
ことに魅力を感じています。入社後はアイスなど食品配送
を担当し、お客様から「待ってました」、「ありがとう」と
声をかけられること
が嬉しく、大きなや
りがいです。将来は
運行管理者や安全
衛生管理者など、
管理部門の仕事に
も挑戦したいと考
えています。ドラ
イバーとしての経
験を土台に、会社
の運営にも貢献し
たいです。



　トラック運送業界は、「安全で安心な輸送サービスを提供し続けること」が社会的使命であり、常に「安全」を最優先課題とし、環境
対策や労働対策などとともに、産業の将来に向けたさまざまな取り組みを進めています。こうした姿勢は、「SDGs（持続可能な開発目
標）」の理念と通じる部分があります。ここでは、トラック運送業界とSDGs の関わりを紹介します。

https://internship.jta.support/

320002608


